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【 特 集 】【 特 集 】

イ ンタ ーネッ ト ト ラ ブルから

子ど も を 守る「 家庭のルール」

　

昨今、スマートフォンなどの
電子機器が急速に普及し、誰もがインターネットを利用し、楽しむ時代になりました。

　

市内の小中学校では

、子ども

たち一人一人にタブレットが貸与
さ
れ
、
授
業
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

また、自宅でボイスチャット
を使い、離れた友だちと通話をしながらゲームをするといった遊びが増えているなど、子どもた

ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
日
常
は、

大きく変化しています。
　

インターネットはとても便利
なツールですが、使い方を誤るとトラブルや犯罪に巻き込まれる危険性があります。

　

子どもたちがトラブルや犯罪
に巻き込まれずに安全に利用するには、インターネットの正しい

使
い
方
に
関
す
る
教
育
の
ほ
か、

家庭でのスマートフォンやインターネット利用に関するルールが特に重要です。
　

そ
こ
で、

今
回
は
子
ど
も
が
ス

マートフォンやインターネットを利用するうえでの家庭のルールについて特集します。
　

この機会に、いま一度、子ど
ものスマートフォンやインターネットの利用について考えてみませんか。
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● イ ンタ ーネッ ト 通信機器の利用に関する問題などの発生状況（ 複数回答あり ）

迷惑メ ール
が送ら れて

きた

夜遅く まで
LI NE 等の

連絡が入り
返信が大変

だっ た

友だちや知
ら ない人か
ら LI NE 等で
いやなこ と
を言われた

LI NE 等で
見知ら ぬ
人から 連
絡が来た

ゲームの課
金等で高い
お金を支払
う こ と に
なっ た

ネッ ト 上に
自分の個人
情報をあ

げら れてし
まっ た

スマホ等の
やり すぎで
勉強時間が

減っ た

スマホ等を
常にさ わっ
ていないと
落ち着かな
く なっ てし

まっ た

特に困っ た
こ と はない

小学 4 年生 1. 8% 2. 2% 1. 2% 1. 8% 0. 7% 0. 3% 4. 3% 2. 1% 78. 7%

小学 5 年生 1. 9% 3. 0% 1. 1% 1. 3% 0. 2% 0. 1% 3. 7% 1. 7% 78. 6%

小学 6 年生 2. 9% 4. 5% 0. 7% 1. 7% 0. 2% 0. 1% 8. 5% 2. 1% 77. 1%

中学 1 年生 6. 8% 7. 5% 1. 8% 1. 4% 0. 5% 0. 8% 17. 3% 2. 3% 65. 2%

中学 2 年生 8. 7% 7. 7% 2. 0% 4. 7% 0. 0% 0. 8% 23. 6% 2. 6% 58. 8%

中学 3 年生 10. 0% 5. 1% 1. 3% 4. 7% 0. 5% 1. 3% 23. 1% 3. 7% 61. 9%

● イ ンタ ーネッ ト 通信機器の利用時間
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3 時間以上
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休日

市内公立小中学生のスマート フ ォ ンなどの利用状況
　 市教育委員会が「 令和 4 年度 スマホなどの使用に関するアン ケート 」 を、 市内公立小中学校の小学 4 年生から 中

学 3 年生まで合計 5, 783 名（ 令和 4 年 5 月 1 日時点） を対象に行いまし たので、 その結果の一部をご紹介し ます。

「 子供・ 若者白書」 で見比べる全国の

インタ ーネッ ト やスマート フォンの利用状況

15 年

● イ ン タ ーネッ ト 利用率

6 ～ 12 歳

13 ～ 19 歳

20 年

15 年

20 年

15 年

総務省「 通信利用動向調査」

● スマート フ ォ ン利用状況

小学生

中学生

16 年度

21 年度

16 年度

21 年度

内閣府「 青少年のイ ンタ ーネッ ト

利用環境実態調査」

※ 設問に相違があるため、 直接

比較はできません。

● イ ンタ ーネッ ト 利用時間
（ 平均利用時間 3 時間以上の割合）

小学生

中学生

16 年度

21 年度

16 年度

21 年度

内閣府「 青少年のイ ンタ ーネッ ト

利用環境実態調査」

※ 設問に相違があるため、 直接

比較はできません。

※ 令和 4 年度版「 子供・ 若者白書」（ 概要版） より 一部抜粋し て掲載し ています

74.8％

80.7％

98.2％

96.6％

22.3％

53.4％
（ 過去最多）

47.3％

80.8％
（ 過去最多）

14.0％

51.9％
（ 過去最多）

30.4％

67.1％
（ 過去最多）

「 子供・ 若者白書」 の詳細は

右の QRコ ード から

● イ ンタ ーネッ ト の接続環境

小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3

71. 0％ 73. 1％ 80. 7％ 86. 1％ 90. 1％ 89. 2％

24. 9％ 22. 1％
16. 4％ 11. 7％ 7. 9％ 8. 3％

4. 8％ 2. 9％ 2. 3％ 2. 0％ 2. 4％

自分専用の機器で接続できる 接続できない

借用し た機器で接続できる

「 子供・ 若者白書」 で見比べる全国の

※ 小数点以下第 2 位で四捨五入し ているため、100％になら ない

　  部分があり ます。

【 特集】 イ ンタ ーネッ ト ト ラ ブルから 子ども を守る「 家庭のルール」

4. 2％
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子どもたちが遭遇する可能
性のあるインターネットトラブ

ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か。

「
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
へ

の課金」や「スマートフォンを触っていないと落ち着かない」といったものもありますが、特にＳＮＳに関連したトラブルが多く見られます。
　

大人は情報を得る手段とし
てＳＮＳを利用することが多いですが、子どもは友だちや共通の趣味を持つ人と交流をするためにＳＮＳを利用するこ

と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す。
　

ま
た
、
子
ど
も
は、

多
く
の
人

との交流を楽しむために、年齢や容姿、趣味など自分に関する情報を気軽に公開してしまったり、短い文章でテンポよくやりとりを行うことによる行き違いなどのトラブルを起
こ
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す。
　

ＳＮＳに関連したインター
ネットトラブルの事例を紹介しますので、普段のスマートフォンなどの使い方を見直してみましょう。

子
ど
も
が
遭
遇
す
る
可
能
性
の
あ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
と
は

　 ある 日、 学校のク ラ スの SNSグループで「 Aさ んの話は面白い」 と いう 意味

で送信し よう と し た「 Aさ んの話っ ていつも 面白く ない？」 と いう 文章に「 ？」

を付け忘れ、「 Aさ んの話っ ていつも 面白く ない」 と 送信し てし まっ た。

　 間違っ て送信し たこ と に気づかず、 その日は寝てし まい、 次の日にク ラ スの

みんなから 「 あんなこ と 言う なんてひどい」 と 責めら れてし まっ た。

　 また、 別の日にどんな交通手段で来たのかを 質問する 意味で「 なんでき た

の？」 と 送信し たと こ ろ 「 なぜ、 参加し たの？」 と 否定的な意味で伝わっ てし

まい、 投稿を見たク ラ スメ ート を傷つけてし まっ た。

　 SNSに名前や顔、 年齢などを公開し て投稿を し ている と 、 大学生から ダイ レ

ク ト メ ッ セージが届き 、 共通の趣味があっ たこ と から 知り 合いになっ た。 頻繁

に連絡を 取り 合っ ていたが、 ある日、「 裸の写真を送っ てほし い」 と 頼まれた。

断っ たも のの、 し つこ く 頼まれ、 仕方なく 送っ てし まっ た。 その後、 自分の画

像がネッ ト で拡散さ れている と 聞き 、 確認する と 大学生に送っ た画像だっ た。

　 後日、 画像を 送っ た相手は逮捕さ れ、 大学生ではなく 40 代の男性だっ たこ

と が分かっ たが、イ ンタ ーネッ ト 上に拡散さ れた画像は削除するこ と ができ ず、

今も そのままになっ てし まっ ている。

イ ンタ ーネッ ト やゲームなどの長時間使用で

心配さ れる子ども の健康被害

● 生活リ ズムの乱れ、 睡眠への影響

● イ ンタ ーネッ ト ・ ゲーム依存症の心配

　「 成長ホルモン の分泌」 や「 記憶の定着」 は、

寝て いる 時に行われま すが、 寝る 直前ま で ス

マート フ ォ ン やゲーム機の画面を 見ている と 、

脳が興奮し て質の良い睡眠がと れません。

　 睡眠時間は、 小学校低学年なら 9 時間半、 高

学年でも 9 時間は必要です。

● 視力への影響

　 コ ロ ナ禍によっ て視力の低下が幼年期から 高

校生まで顕著に進みまし た。 ほかにも 、 小さ な

画面を見続ける こ と で、 内・ 外斜視の恐れや動

体視力の低下などが心配さ れます。

　 コ ロナ禍によっ て全国的にイ ンタ ーネッ ト

やゲームなどの利用時間が増えまし た。

　 日常的に長時間の使用を 続けていると 、 依

存症になる 危険性が高まり ます。 依存症の予

防と し て精神科医から は、「 使用開始年齢を遅

ら せる 」「 使用時間を 減ら す」「 全く 使用し な

い時間を つく る」「 家族の使用時間も 減ら す」

などの方法が推奨さ れていますので実践し て

みてはいかがでし ょ う か。

長時間使用で

ネッ ト 健康問題啓発者全国連絡協議会　

認定イ ンスト ラ ク タ ー　 中
な か や

谷 通
み ち え

恵 さ ん

「 ?」 の付け忘れ

違う 意味で伝わっ た

画像が拡散さ れ

回収でき ない
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教育支援課

飛
と び た

田 寿
と し かず

一 専任指導員

江別第三中学校

入
いり たに

谷 修
し ゅ う じ

司 教諭

　

子どもたちのインターネッ
トトラブルの大部分は、日常生活の中で起こります。

　

そ
の
た
め、

各
家
庭
で
の
ス

マートフォンやインターネット利用に関するルールを定めることはとても重要です。
　

一
般
的
に、

「
個
人
情
報
は
出

さない」

「夜中は使用しない」

など、ルールをすでに作っている家庭もたくさんあると思いますが、ルールを作りっぱなしになってしまっている家庭も多いのではないかと考えています。ルールは作って終わりではなく、守ってもらわないと意味がありません。
　

守ってもらうために重要な
のは、

まず話し合うことです。

　

家
庭
で
の
ル
ー
ル
に
関
し
て

も、保護者が一方的に決めて

押しつけてはいけません。子どもとよく話し合い、一緒に考えることが大切です。
　

合わせて重要なことは、子
どもがルールを守らなかった際にどうするかです。

　

ルールを破ったのに、何の
ペナルティーもなければ、その後も、なし崩し的にルールを破るようになってしまいます。

　

子どもと一緒にルールを考
える際に、もしルールを守らなかったらどうするかまで決められると、

より良いですね。

　

子どもがインターネットト
ラブルに巻き込まれると、取り返しがつかなくなってしまうことも多くあります。

　

そうなってしまう前に、各
家庭でスマートフォンやインターネットの使い方やルールを、いま一度確認してみてはいかがでしょうか。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
う
た
め
に

イ ンタ ーネッ ト ト ラ ブルを 避けるためには

「 家庭のルール」 が大切
　 イ ンタ ーネッ ト ト ラ ブルに遭わないために家庭でのルールを作るこ と や守る こ と の重要性について、

教育支援課 飛田 寿一 専任指導員と 江別第三中学校 入谷 修司 教諭にお話し を聞き まし た。

　

子どもたちがインターネッ
トトラブルなどに巻き込まれな

い
た
め
に
は、

家
庭
で
の
ス

マートフォンやインターネット利用に関するルールが重要だと思います。
　

子どもたちの自己管理に任
せるだけでは、トラブルを避けることは難しいです。

　

また、ルールを作るだけで
はなく、守っていくことが大切ですね。

　

ルールを守ってもらうため
に、家庭でルールを作る際には「使いすぎない」といった抽

象
的
な
も
の
よ
り、

「
１
日
２

時間まで」といった具体的なものにすると、子どもたち自身
も
ル
ー
ル
を
守
り
や
す
い
で

す。
　

学校でも、情報モラル講習

をはじめ、スマートフォンやインターネットの使い方について指導はしますが、学校での指導には限界があります。
　

スマートフォンやインター
ネットを使う場面は家庭がメインであり、学校では家庭でのスマートフォンやインターネットの使い方まで確認することはできません。

　

子どものスマートフォン所
持率は年々増加しています。

　

スマートフォンを持たせる
かどうかは各家庭それぞれで事情があると思います。

　

その中で、各家庭それぞれ
の事情に合わせたルールを作り、

保
護
者
が
子
ど
も
た
ち
に

ルールを守るよう働きかけていくことが大切です。
　

学校ができることには

、ど

う
し
て
も
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各家庭で危機感を持って取り組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

家
庭
で
の
取
り
組
み
が
重
要

【 特集】 イ ンタ ーネッ ト ト ラ ブルから 子ども を守る「 家庭のルール」
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知っていますか？えべつスマート４ルール

知を目的に、クリアファイルを毎年子どもたちに配付しているほか、子どもたちや保護者に対して、講師がスマートフォンやインターネットなどの
正
し
い
使
い
方
の
講
演
を
行

い、家庭でのルールづくりにつ
い
て
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す。
　

えべつスマート４ルールに
は、

そ
の
名
の
と
お
り
４
つ
の

ルールが設定されており、この
４
つ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

で、友人とのトラブルやネット犯罪、長時間使用による健康被害などの多くのインターネットトラブルを未然に防ぐことができます。

　

スマートフォンなどを利用
す
る
子
ど
も
が
増
え
た
こ
と
で、

ＳＮＳでのいじめ、不適切な利用による犯罪被害・個人情報の漏えい、長時間使用による学習時間の減少・健康被害などの問題も増えました。そんなインターネットトラブルや健康被害から、子どもたちが自ら身を守ることを目的とし
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・

イ
ン

ターネットなどの利用に関する市内小中学校の共通ルールです。
　

平
成
29
年
11
月
に
行
わ
れ
た

「
え
べ
つ
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
＆
い

じめ根絶子ども会議」で、子ど
も
た
ち
自
身
が、

え
べ
つ
ス

マート４ルールを守る行動宣言を行いました。
　

この宣言に基づき、市教育
委
員
会
と
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は、

えべつスマート４ルールの周 えべつスマート４ルールとは

　

各家庭でルールを作ること
により、クラスメートや友だちグループなど一定の人間関係の中で、子どもたちが安心してルールを守りやすい環境になり、インターネットトラブルなどを未然に防ぐ効果が高まります。

　

しかし、家庭のルールがな
い子どもや、ルールを守らない子どもがいると、ルールを守

っ
て
い
る
子
ど
も
は
自
分
の

ルールを守りづらくなり、トラブルに発展してしまうかもしれません。
　

子
ど
も
た
ち
が
傷
つ
い
た
り、

嫌な思いをせずに、安全に利用していくにあたり、子どもたち自身の力には限界があります。
　

そのため、大人がサポート
をして環境を整えていくことが大切です。

　

各家庭それぞれで、子ども
のスマートフォンやインターネ

ッ
ト
利
用
の
在
り
方
を
考
え、

子どもたちがルールを守りやすい環境にしていくことが求められています。 ル
ー
ル
を
守
り
や
す
い
環
境
に

す
る
た
め
に

　

子どもたちがスマートフォ
ンなどを利用するのは家庭が最も多いため、インターネットに潜む危険から子どもたちを守るには、家庭でのルール作りが大切です。

　

特に、子どもの年齢が低い
場合は、保護者から子どもに対してルールを守るよう積極的に促す必要があります。

　

家
庭
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

インターネット利用のルールを
ま
だ
作
っ
て
い
な
い
方
や
、
こ

れからスマートフォンを持たせ
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
子
ど
も
と
話
し
合
い
、

ル
ー
ル
を
作
る
か
、
え
べ
つ
ス

マート４ルールを守るように約束してみてはいかがでしょう
か
。

　

また、家庭のルールと合わ
せて、フィルタリング設定を行うと、

より一層効果的です。

保
護
者
に
で
き
る
こ
と

　

市内の公立・私立合わせて
９
中
学
校
の
生
徒
会
が
参
加
し、

学校でのいじめ根絶の取り組みの発表・意見交換を行う会議です。生徒会活動の発展と活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に、

平成

20
年度から始まり、これ

までに

14
回開催しています。

　

生徒同士が、発表・意見交
換を通じて、いじめ問題について多角的に物事を捉え、考えを深めたり、他校の良い取り組みを自校に取り入れることで、学校生活の充実・発展に役立てています。

　

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
他

校の生徒同士が交流するという生徒たちにとって学びが大き
い
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

え
べ
つ
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
＆

い
じ
め
根
絶
子
ど
も
会
議
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現代では

、スマートフォン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
あ
る
の

が
当
た
り
前
で
、
生
ま
れ
た
頃
に

すでにどちらもあった小中学生
に
と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

スマートフォンやインター
ネットは便利なツールだからこそ、使い方には注意が必要であり、簡単に世界中の人とつながることができる分、気をつけなければいけません。

　

保護者も子どもも安心して
利
用
す
る
た
め
に
は、

家
庭
の

ルールが必要不可欠です。
　

他人を傷つけず、自分を守
るために、ぜひ家庭のルールを

実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で

しょうか。

〖終〗

特集への感想をお寄せく ださ い

▼ 郵送・ フ ァ ク スで送る

〒 067-8674 高砂町 6 広報広聴課　  FA  X 381-1149

▼ 市 HPアンケート フ ォ ームで送る

市 HP内「 広報えべつ」 を 検索するか、

右の QRコ ード を 読み込んでく ださ い。

心と カ ラ ダと 未来を守るためのスマート フ ォ ン・ イ ンタ ーネッ ト の 4 つのルール！

Ru le
1

1 日 2 時間以内と し 、 友だち と のメ ールなどの

やり 取り は、 夜 9 時以降は行わない。

Ru le
2

悪口や、 人を 傷つける 内容は書き 込まない。

送る 前に、 し っ かり 確認する。

Ru le
3

名前・ 住所・ 学校名・ 顔写真などの個人情報は、

絶対に投稿・ 公開し ない。

Ru le
4

困っ た時は一人で悩まず、

保護者や先生などの大人に相談する 。

長時間使用を し ている と 、 必ず弊害があり ます。 勉強時

間の不足、睡眠不足、家族と のコ ミ ュ ニケーショ ンの不足、

視力の低下など。 1 日の使用時間の制限や夜中に使用し な

い決まり は、 日常生活の充実において重要です。

誹謗中傷をし ないと いう のは基本ですが、 直接言っ たり 、

手紙に書く こ と と 比べ、 SNSで悪口などを発信するこ と への

罪悪感が薄れている現状にあり ます。 きちんと ルールと し

て定め、 やっ てはいけないこ と だと 教えるこ と が大切です。

個人情報を イ ン タ ーネッ ト に公開する と いう こ と は、 模

造紙に自分の写真を 貼っ て、 名前を 大き く 書き、 駅や

ショ ッ ピ ン グモールに張り 出すよ う なも のです。 現実で

やら ないこ と は、 イ ンタ ーネッ ト 上でも やめまし ょ う 。

イ ン タ ーネッ ト ト ラ ブルは、 放置し ていて収まる と いう

こ と はなく 、 どんどん悪化し ていき ます。 時間と の勝負

と いう 部分も あり ま すので困っ たと き は一人で悩ま ず、

すぐ に大人に相談すると いう こ と が必要です。


